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＜連絡事項＞

· 4/26（火）18：30～銀波にて部署懇談会が開催される。１７年度の抱負を発表する職員は、勤務年数2年未満の職員と、今年度部署移動があった職員である。

· 各自今年度の抱負をネットワークデイケアの中にある「１７年度抱負」のフォルダへ今日中に入れておくこと。

· 本日より、外来・通所カンファレンスは外来患者待合室（元デイケア室）で行なわれる。なお小坂先生の勉強会で使用される場合は、通所リハビリテーション室で行なうこととする。

· デイケアメンバーで風邪が流行しているため、手洗いうがいを徹底することとする。また利用者様の観察を密に行い、体温測定の回数をいつもより増やしていく。

＜外来から情報提供＞

· 秋山　和子　様～体のだるさ訴えられている。今朝自宅での体温37.5℃と話されているが、外来で測定したところ36.8℃と下がっている。本人様スペロン筋注を希望されるが、主治医より注射は打たなくても大丈夫であること、１日分風邪薬が残っているのでそれを飲み様子を見ることを説明され納得されている。

· 我満　奈津紀様～普段の日課や、娘の学校のことも大体できているとのこと。主治医より「今の調子で徐々にやって行くように」と話されている。

· 大下　良悦　様～10：00の外来予定であったが11：00に来院される。主治医より、どうしましたか？と問われると「普通です。」と答えられるが、では何故おくれたのか問われると「寝坊です。」と話されている。1週間分の定期薬処方されている。

· 河村　哲久　様～本日採血の検査結果が出ている。前回の受診時、頭痛を訴え痛み止めを処方されており、今回も痛み止めの処方を希望される。主治医より、痛み止めは２日分残っていることと、出来るだけ薬に頼らずに治していくようにと説明され本人様納得されている。

· 川口　八寿子様～五月の連休に妹様が帰ってくるとのこと。本人様「去年もこの時期に妹が帰　　　　　　　　ってきて体調を崩したので、今年はそうならないようにしていきたい。」とのこと。主治医からも注意するように話されている。

＜利用者様情報＞

· 大下　良悦　様～本日デイケアへ11：00頃通所されている。診察日であるためスタッフより病院へ行くように声掛けを行なうが、本人様は理解されていない様子である。再度スタッフより月曜日はいつも外来受診し、薬をもらわなければならないことを説明すると、ようやく移動される。外来終了後も医事管理室より「外来受診終了しているが待合所からなかなか動こうとしない」と連絡ありデイケアスタッフが迎えに行く。食事の時間であることを伝えるが、テレビや雑誌をいじり、説明に対して直ぐに行動することができない。また眉間にしわを寄せており、表情も強ばっている。デイケアでは、今後大下様の情報を今まで以上に細かくカルテへ記載し、ご家族様へ情報提供し、本人様の服薬状況を確認することとする。

＜平成17年度事業計画＞

ブモンホーム⇒青南病院⇒看護課⇒kango⇒事業計画⇒通所リハビリテーション事業計画

※各自必ず確認しておくこと。

平成１７年度通所リハビリテーション室事業計画

【計画概要】　今年度は利用者様のニーズに答えるべく目的別にグループ分けを行う。それにより利用者様の目的に合ったプログラムを提供し、卒業者を出していけるよう目指す。そのためにも、スタッフの援助技術・能力の向上、リハビリテーションプログラムの内容の充実を図っていく。
【看護課目標】１、チーム医療の提供

　　　　　　　２、治療プログラムの充実

　　　　　　　３、看護提供者としてのプロ意識と目的意識を持てるような職員教育

　（・各種記録物の見直しを行なっていく。

　　・他職種と情報交換を行う場合は、専門用語ではなく共通用語を用いるようにする。)

【計画項目】

　１、スタッフの育成（スタッフの援助技術の向上）

　２、効果的なプログラムの提供による支援

　３、利用者家族との関わり

　４、関連機関との連携

　５、制服廃止

（・個別プログラム化を進めていく。

　・各自仕事の方法を見直し、業務改善に努めていく。)

就労前準備段階プログラム

　　　目的：毎日のデイケアへ休むことなく通所することができ、人にも慣れて、そろそろ働きたいと希望する通所者様が上手く就労できるように援助することが出来れば大変有益なことである。

※各自配布されたローテーション指導者研修チェックリストを早めに把握しておくこと。

※プログラムの進め方、物品のある場所を完璧に覚えること。

※デイ・デイナイト・ナイトケアの特徴をつかみ、それぞれに合ったサービスを利用者様に提供出来る様取り組んでいくこと。また１７年度から小グループ化を進め、いままでよりも更に個々の利用者様のニーズに合わせたプログラムを展開していく。

※今年度は当院がピアレビューの年のため、今現在の業務を振り返り、どんな問題点、改善策があるのかを検討していく。
※報告、連絡、相談を常に意識して仕事を行うこと。

※今年度から通所リハビリテーション室は制服の私服化が開始されている。各自利用者様、ご家族様、職員に見られていることを意識し、恥ずかしくない服装を心がけること。

※今年度は中級試験を年に７回予定しているので、該当者はこれを機会に勉強し必ず合格すること。

※各種勉強会へは積極的に参加すること。

※今後年間行事予定表を作成し、ご家族様への配布を行なっていく。



















































